
広 報 

����

���

�

待ちわびて、春 
　春のにおいを土から感じながら、ハウスでのウルイの収穫
作業に出会いました。温度管理など細心の注意を払いながら
厳しい冬を乗り越え、ようやく迎えた、喜びの瞬間。 
　増岡の飯澤嘉子さんのハウスには、ひと足早い小国の春が
広がっていました。 

輝きの瞬間 
と き 
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小
玉
川
小
中
学
校
で
三
月
十
三

日
、
ガ
ム
ラ
ン
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
、
十
月
に
行
わ
れ

た
国
民
文
化
祭
で
の
共
演
を
き
っ

か
け
に「
音
工
場
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」

（
東
京
都
）
の
メ
ン
バ
ー
十
一
人
が
、

卒
業
生
の
門
出
を
祝
お
う
と
自
費

で
駆
け
つ
け
、実
現
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ハ
ネ
ダ
の
メ
ン

バ
ー
と
全
校
児
童
生
徒
に
よ
る
ガ

ム
ラ
ン
の
合
奏
の
ほ
か
、
民
族
舞
踊

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
に

と
っ
て
、思
い
出
深
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
ぐ
に
冬
ま
つ
り
が
、
二
月
二

十
八
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

「
お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り
」
も
同
時
に
開

催
。
町
内
か
ら
十
一
団
体
が
参
加

し
、
山
菜
や
熊
肉
、
イ
ワ
ナ
な
ど
を

使
っ
た
鍋
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
約
六
百
五
十
人
の
町
民
が

参
加
し
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
の

結
果
、山
菜
を
メ
イ
ン
に
し
た
納
豆

汁
「
と
ろ
〜
り
山
の
幸
（ 
小  
国  
掘 
れ

こ 

こ 

ほ

 
話 
ん 
和 
ん
探
検
隊
）」
が
初
代
チ
ャ

わ 

わ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

第
九
回
雪
の
学
校
（
斎
藤
重
美

校
長
）
が
、
三
月
十
三
日
と
十
四

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
白
い
森

交
流
セ
ン
タ
ー
り
ふ
れ
周
辺
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
五
味
沢
地
区
の
マ
タ

ギ
の
人
た
ち
の
案
内
に
よ
る
朝
日

山
ろ
く
の
散
策
や
斜
面
滑
り
、
か

ま
く
ら
体
験
、
小
正
月
の
恒
例
行

事
で
あ
る
サ
イ
ズ
焼
き
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
や
茨
城
県

な
ど
か
ら
参
加
さ
れ
た
約
四
十
人

の
か
た
が
た
は
、
ひ
と
足
早
い
小

国
の
早
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
ぎ
と
一
緒
に

森
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ガ
ム
ラ
ン
の
演
奏
は

友
情
の
証

ほ
っ
ぺ
が
落
ち
そ
う
！

白
い
森
の
幸
に
舌
鼓
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足
中
雪
祭
り
が
、
三
月
十
四
日
、

玉
川
小
学
校
足
中
分
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
足
中
若
衆
会
（
佐
藤

和
美
会
長
）
が
企
画
し
、
今
年
で

十
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
分
校
の
生

活
や
足
中
地
区
の
四
季
を
織
り
込

泡の湯温泉三好荘　３代目
舟山　隆さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　今月は、泡の湯温泉三好荘３代
目、舟山隆さん（小玉川）にお話
を聞きました。
　「高校を卒業後、山形市内の料亭
で日本料理の修業を６年間積み、
昨年の春に帰郷しました。今では、
調理のほか、旅館業務の全般を家
族と協力して行っています。
　２月に行われたおぐに鍋まつり
では、「 小  国  掘 れ 話 ん 和 ん探検隊」

こ こ ほ わ わ

の一員として「とろ～り山の幸鍋」
を出品し、優勝することができま
した。今は、仲間と一緒に取り組
む楽しさを感じています。また、
先月には友人と協力して念願の
ホームページ（ｗｗｗ.ａｗａｎｏｙｕ.ｃｏ
ｍ）を開設しました。日本に６つ
しかない炭酸泉のある宿の魅力や
小玉川地区の情報を写真と共に紹
介しています。
　今年は、狩猟の免許を取り、マ
タギとして地域の伝統文化を受け
継いでいきたいと考えています。
今後も、地域の魅力を多くの方に
感じてもらえるよう、さまざまな
ことに挑戦していきたいです」。

ん
だ
雪
上
カ
ル
タ
取
り
や
か
か
し

リ
レ
ー
、
足
中
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
ほ
か
、
餅
つ
き
大
会
や
分
校
児

童
の
発
表
、
地
区
の
か
た
が
た
の

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い

冬
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

小
国
小
こ
と
ば
の
教
室
親
の
会

（
佐
藤
孝
志
会
長
）
の
講
演
会
が
、

三
月
十
三
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
宮
城
教
育
大
学
の
長
谷
川
茂

教
授
を
迎
え
、「
言
語
臨
床
と
い
う

仕
事
〜
三
十
年
を
振
り
返
る
〜
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
長
谷
川
教
授
は
「
子

ど
も
の
話
に
よ
く
耳
を
傾
け
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
育
ん
で
い
こ

う
」
と
置
賜
各
地
か
ら
参
加
さ
れ

た
約
四
十
名
の
聴
衆
に
訴
え
か
け

ま
し
た
。

地域あげて、

冬の一日を満喫

子どもの話に

よく耳を傾けて・・・

地域の魅力を多くの人に
伝えていきたい

3/14
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平
成
十
六
年
度
施
政
方
針

　

古
来
小
国
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
五

十
九
か
村
は
、
地
形
的
に
も
行
政
的

に
も
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
地
域
で

あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
二
年
、
市
町
村
制
に
基

づ
き
小
国
郷
は
旧
小
国
町
、
南
小
国

村
、
北
小
国
村
、
津
川
村
の
四
つ
に

く
く
ら
れ
、
小
国
郷
の
振
興
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
九
年
三
月
に
は
、
昭
和

の
大
合
併
に
よ
り
、
旧
小
国
町
、
南

小
国
村
、
北
小
国
村
が
山
形
県
第
一

号
と
し
て
町
村
合
併
を
し
、「
新
町
」

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
新
町
小
国
町
」
に
な
っ

て
か
ら
、
五
十
年
目
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。

　

五
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
い

ま
、
私
は
、
先
人
先
達
の
こ
う
し
た

努
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、活
力
あ
る
美
し
い
ふ
る
さ
と「
お

ぐ
に
」
を
、
次
の
時
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る
と

決
意
を
新
た
に
し
、
そ
の
実
現
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
地
域
社
会
を 

　
　
　
 
取
り
巻
く
諸
情
勢

　

い
ま
、
国
で
は
、
競
争
の
原
理
と

自
助
努
力
の
原
則
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
、
民
間
の
活
力
と
地
方
の
自

主
自
立
を
促
進
し
、
地
域
再
生
を
総

合
的
、
戦
略
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」

と
い
う
考
え
方
の
も
と
、「
三
位
一
体

の
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本

年
度
に
は
、
一
兆
円
規
模
の
国
庫
補

助
金
の
廃
止
、
縮
減
と
と
も
に
、
地

方
交
付
税
が
一
兆
二
千
億
円
減
額
さ

れ
た
一
方
、
税
源
移
譲
の
措
置
と
し

て
所
得
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
、
四
千

二
百
億
円
が
地
方
に
移
譲
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
、
平
成
十
六
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
り
、「
経
済
財
政
運
営
と
構
造

改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０

３
」
を
示
し
、「
改
革
断
行
予
算
」
と

い
う
基
本
路
線
に
基
づ
き
、
歳
出
全

体
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
い
、
実

質
的
に
は
前
年
度
の
水
準
以
下
に
抑

制
い
た
し
ま
し
た
。

 
行
財
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

私
は
、
こ
う
し
た
国
、
県
の
動
向

を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
「
行
財
政
改

革
緊
急
実
施
期
間
」
と
し
、
予
算
の

持
続
性
を
確
保
し
な
が
ら
歳
入
確
保

に
一
層
努
め
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る

徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
少
子
高

齢
対
策
や
景
気
・
雇
用
対
策
な
ど
の
、

当
面
す
る
重
要
課
題
に
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と

い
た
し
ま
し
て
、
一
つ
に
は
、
地
域

経
済
の
低
迷
や
人
口
構
造
の
急
激
な

変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、「
公
、

共
、
私
」
の
役
割
を
明
確
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
主
体
性
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
多
様
な
分
野
で
「
支
援

か
ら
自
立
へ
」
の
基
本
姿
勢
に
立
っ

て
政
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
重

点
を
置
き
ま
し
た
。

　

二
つ
に
は
、
予
算
全
体
に
つ
い
て
、

物
価
の
動
向
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

簡
素
化
、
効
率
化
を
織
り
込
み
、
業

務
単
価
の
引
き
下
げ
を
図
る
と
と
も

に
、
事
務
事
業
の
点
検
整
理
及
び
組

織
機
構
の
再
編
を
行
い
な
が
ら
歳
出

経
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

 
予
算
の
編
成
方
針

　

予
算
の
積
算
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

地
方
財
政
計
画
及
び
小
国
町
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
経
常
経
費
の

抑
制
に
努
め
る
一
方
、
雇
用
・
経
済

対
策
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
さ
ら

に
、
生
活
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
当

面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
重
点
的
、

効
率
的
に
財
源
の
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
編
成
い
た
し
ま

し
た
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
二
・
九
％
減
の
五
十
九
億
五
千
八

百
万
円
で
、
平
成
三
年
度
以
来
の
六

十
億
円
を
下
回
る
緊
縮
型
の
予
算
と

平成１６年度のまちづくりと平成１６年度のまちづくりと
予算のあらまし予算のあらまし

　

平
成
十
六
年
度
の
町
予
算
が
、三
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。今

年
は
、「
新
町
小
国
町
」が
誕
生
し
て
五
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。持
続
可
能

な
社
会
を
め
ざ
し
、
協
働
と
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

総
額
百
八
億
九
千
万
円
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、

新
年
度
の
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

予算の内訳予算の内訳
一般会計 ５９億５一般会計　５９億５，，８００万円８００万円
特別会計 ３２億４特別会計　３２億４，，６８６万円６８６万円
企業会計 １６億９企業会計　１６億９，，０８３万６千円０８３万６千円
計 １０８億９　　計　１０８億９，，５６９万６千円５６９万６千円



5

広報おぐに　2004.4

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
あ
わ
せ

た
町
予
算
の
総
額
は
百
八
億
九
千
五

百
六
十
九
万
六
千
円
で
、
前
年
度
比

二
・
五
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
が

回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
個
人
所

得
に
波
及
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
事
業

所
の
新
設
等
に
よ
る
法
人
町
民
税
及

び
新
築
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
増
収
な
ど
を
見
込
み
、
前
年
度
比

二
・
六
％
増
の
十
億
千
八
十
五
万
二

千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
譲
与
税
及
び
地
方
消
費
税
等

に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
い
て
算
定
し
た
結
果
、
前
年
度
を

上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
本
年

度
、
新
た
に
公
立
保
育
所
運
営
費
、

介
護
保
険
事
務
費
な
ど
の
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
に
伴
う
財
源
移
譲
と

し
て
、
所
得
譲
与
税
新
設
な
ど
の
制

度
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

ら
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
経
常

経
費
及
び
投
資
的
経
費
で
大
幅
な
縮

減
が
行
わ
れ
た
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
八
・
七
％
減
の
二
十
六
億
千
五
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通

交
付
税
を
地
方
債
に
振
り
替
え
て
措

置
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
、
地
方
財
政
計
画
で
前
年
度
比
二

八
・
六
％
と
い
う
大
幅
な
縮
減
が
あ

り
、
地
方
交
付
税
と
合
わ
せ
た
合
計

額
で
は
三
億
八
千
三
十
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
に
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
の
給
料
月
額
を
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
減
額
す
る
こ
と
と
し
た
ほ

か
、
一
般
職
に
お
け
る
管
理
職
手
当

の
削
減
継
続
や
五
十
五
歳
昇
給
停
止

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
二
・

七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
支

援
費
の
増
加
及
び
保
育
所
入
所
児
童

の
低
年
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
七
％
増

加
し
ま
し
た
。
公
債
費
は
、
本
年
度
、

償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

十
三
億
七
千
十
一
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
単
独

事
業
の
計
画
的
な
実
施
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
四
千
百
八
十
三
万
円
、

五
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業
及
び
経
営
構
造
対
策
事
業

な
ど
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費

一
億
五
千
六
十
四
万
二
千
円
を
あ
わ

せ
た
事
業
費
は
、
八
億
九
千
八
百
三

十
八
万
七
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
施
策
事
業
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
、
特

定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

過
疎
対
策
事
業
債
等
の
起
債
を
活
用

し
た
ほ
か
、
各
種
基
金
を
充
当
し
、

必
要
額
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

 
施
策
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
十
六
年
度
予
算
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
引
き
続
き

一　

少
子
高
齢
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

一　

産
業
経
済
の
活
性
化
機
能
づ
く

り一　

地
域
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り

一　

分
権
型
行
財
政
の
運
営

の
四
つ
の
施
策
を
柱
に
、
行
財
政
運

営
を
展
開
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

 
少
子
高
齢
社
会
の 

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

国
で
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行

並
び
に
家
庭
及
び
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
伴
い
、
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
を
施
行
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
ま
し
て
、

本
年
度
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い
少
子
対
策
の
在
り
方
を

明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

特
に
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行
に

伴
い
、
民
間
保
育
所
に
お
い
て
定
員

割
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
や
、
公
立

保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
な
ど
、

保
育
所
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
本
町

に
お
け
る
望
ま
し
い
保
育
所
設
置
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

暮
ら
し
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く

り
助
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
下
水
道

整
備
事
業
や
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

事
業
の
実
施
な
ど
と
あ
わ
せ
て
利
用

す
る
と
い
う
事
案
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
業
効
果
を
よ

り
向
上
さ
せ
て
い
く
視
点
に
立
っ
て

補
助
要
綱
等
を
見
直
し
た
上
で
、
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

寝
た
き
り
老
人
等
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
労
力
、
精
神
的
疲
労
を
緩

和
す
る
た
め
の
地
域
・
家
族
介
護
者

支
援
事
業
、
及
び
在
宅
高
齢
者
の
冬

季
生
活
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の

軽
度
生
活
援
助
事
業
を
継
続
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
き
ま
し

59億 
5,800万円 

59億 
5,800万円 

歳　入 

歳　出 

平成16年度　一般会計予算 

町税町税 
10億1,085万2千円 
17.0％（2.6％） 

　　　　　地方交付税　　　　　地方交付税 
 
26億1,500万円 
43.9％（△8.7％） 

国庫支国庫支出金 1億7,935万1千円 
　　　　　　　　　　  3.0％（△28.9％） 

県支県支出金 3億4,569万6千円 
5.8％（12.6％） 

分担金及分担金及び負担金担金 
7,315万7千円 1.2％（△16.3％） 

使用料及使用料及び手数料手数料  
1億924万円 1.8％（△0.5％） 

繰入金繰入金 2億223万円 
3.4％（△6.5％） 

諸収入諸収入 6,719万4千円 
1.1％（△5.4％） 

繰越金繰越金 
1億2,000万円 
2.0％（0.0％） 

町債町債 
9億5,730万円 
16.1％（9.0％） 

財産収入財産収入 1,287万円 
0.2％（5.0％） 

その他 
2億6,511万円 
4.4％（13.7％） 
 

予備費予備費 500万円 
0.1％（0.0％） 

議会費議会費9,660万3千円 
1.6％（0.9％） 

総務費総務費 
7億8,528万2千円 13.2％ 
（0.6％） 

民生費生費 
9億5,192万4千円 
16.0％（1.4％） 

衛生費衛生費 
5億6,377万4千円 
　9.5％（△12.1％） 

商工費商工費 
2億4,759万6千円 
4.2％（△31.2％） 

農林水産費農林水産費 
4億6,480万9千円　7.8％（14.1％） 

労働費労働費 3,312万4千円 
0.6％（△22.3％） 

土木費土木費 
8億2,342万 

2千円 
13.8％（△14.9％） 

消防費消防費 
2億1,266万4千円 
3.6％（3.8％） 

教育費教育費 3億9,716万1千円 
6.7％（△6.0％） 

災害復旧費災害復旧費 651万4千円 
0.1％（2.4％） 

公債費公債費 
13億7,011万7千円 
23.0％（8.3％） 

諸支諸支出金10千円 
0.0％（0.0％） 

町税 
10億1,085万2千円 
17.0％（2.6％） 

　　　　　地方交付税 
 
26億1,500万円 
43.9％（△8.7％） 

国庫支出金 1億7,935万1千円 
　　　　　  3.0％（△28.9％） 

県支出金 3億4,569万6千円 
5.8％（12.6％） 

分担金及び負担金 
7,315万7千円 1.2％（△16.3％） 

使用料及び手数料  
1億924万円 1.8％（△0.5％） 

繰入金 2億223万円 
3.4％（△6.5％） 

諸収入 6,719万4千円 
1.1％（△5.4％） 

繰越金 
1億2,000万円 
2.0％（0.0％） 

町債 
9億5,730万円 
16.1％（9.0％） 

財産収入 1,287万円 
0.2％（5.0％） 

その他 
2億6,511万円 
4.4％（13.7％） 
 

予備費 500万円 
0.1％（0.0％） 

議会費9,660万3千円 
1.6％（0.9％） 

総務費 
7億8,528万2千円 13.2％ 
（0.6％） 

民生費 
9億5,192万4千円 
16.0％（1.4％） 

衛生費 
5億6,377万4千円 
　9.5％（△12.1％） 

商工費 
2億4,759万6千円 
4.2％（△31.2％） 

農林水産費 
4億6,480万9千円　7.8％（14.1％） 

労働費 3,312万4千円 
0.6％（△22.3％） 

土木費 
8億2,342万 

2千円 
13.8％（△14.9％） 

消防費 
2億1,266万4千円 
3.6％（3.8％） 

教育費 3億9,716万1千円 
6.7％（△6.0％） 

災害復旧費 651万4千円 
0.1％（2.4％） 

公債費 
13億7,011万7千円 
23.0％（8.3％） 

諸支出金10千円 
0.0％（0.0％） 

対前年度 
比伸び率 

全体に占める割合 
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て
は
、
利
用
者
が
毎
年
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
等
の
福
祉
施
策
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
国
の
制
度
及
び
障
害
者

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
自

立
に
向
け
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
普
及
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
に
設
置

さ
れ
た
保
健
連
絡
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
四
十
八
年
間
に
わ

た
っ
て
地
道
な
活
動
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
、
普
及
事
業
と
と
も
に
町
民

の
健
康
推
進
に
多
大
な
成
果
を
残
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

健
康
推
進
に
関
す
る
町
と
し
て
の
取

り
組
み
手
法
等
の
変
遷
に
よ
り
ま
し

て
、
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
ま
し
て
、
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
関

係
課
及
び
民
間
企
業
、
自
主
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

健
康
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
ガ
ン
検
診

の
方
法
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
子
宮
ガ
ン
検
診
及
び
骨
密
度
検

診
と
あ
わ
せ
た
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

療
保
険
制
度
の
改
正
や
人
口
減
少
、

さ
ら
に
交
付
税
措
置
な
ど
、
支
援
措

置
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
総
体

的
に
影
響
し
、
極
め
て
厳
し
い
経
営

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
病
院
経
営
を
抜
本
的
に
見
直
し

て
い
く
た
め
、
町
立
病
院
経
営
懇
話

会
を
開
催
し
、
意
見
を
賜
る
と
と
も

に
、
介
護
老
人
保
健
施
設
と
の
一
体

性
を
重
視
し
な
が
ら
、
組
織
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お

き
ま
し
て
、
本
年
度
か
ら
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
員
を
二
十
名

か
ら
二
十
五
名
に
増
や
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
人
間
ド
ッ
グ
を
継
続

実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保

険
人
間
ド
ッ
グ
事
業
を
普
及
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
中
央
教
育
審
議
会
は
、

「
自
己
実
現
を
目
指
す
自
立
し
た
人

間
の
育
成
」、「『
知
』
の
世
紀
を
リ
ー

ド
す
る
創
造
性
に
富
ん
だ
人
間
の
育

成
」、「
日
本
の
伝
統
、
文
化
を
基
盤

と
し
て
国
際
社
会
を
生
き
る
教
養
あ

る
日
本
人
の
育
成
」
な
ど
を
目
標
に
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

た
教
育
の
実
践
が
必
要
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
う
し
た
教
育
を
取

り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
革
期
の
中

で
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
三
カ
年
に

わ
た
っ
て
小
中
高
一
貫
教
育
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
少
子
社
会
に
対
応
し
た
教
育

実
践
の
在
り
方
を
模
索
す
る
と
い
う

点
で
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
、
小
中
高
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

た
め
、
英
語
指
導
助
手
の
招
致
、
英

会
話
の
実
践
を
目
的
と
し
た
交
流
事

業
を
展
開
し
て
い
く
ほ
か
、
こ
れ
ら

の
教
育
実
践
の
指
導
を
充
実
し
て
い

く
た
め
、
引
き
続
き
指
導
主
事
を
配

置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
小
中
高
一
貫
教
育
の
成
果
を

基
に
、
県
立
小
国
高
等
学
校
が
本
町

で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
踏
ま
え

た
上
で
、
町
及
び
山
形
県
、
学
識
経

験
者
、
地
域
住
民
な
ど
多
様
な
立
場

の
方
々
に
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
研
究
を
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
感
性
を
豊

か
に
し
て
い
く
演
劇
教
室
の
開
催
に

対
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
国
小
学
校
家
庭
科
室
に
調

理
台
を
増
設
す
る
ほ
か
、
小
国
中
学

校
消
防
施
設
の
改
修
、
叶
水
小
中
学

校
体
育
館
及
び
玉
川
小
中
学
校
校
舎

屋
根
塗
装
、
白
沼
小
中
学
校
プ
ー
ル

修
繕
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
学

習
講
座
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
特

に
少
子
社
会
に
対
応
し
た
学
習
機
会

の
充
実
と
情
報
提
供
、
さ
ら
に
、
指

導
者
の
育
成
に
努
め
て
い
く
た
め
、

新
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

山
形
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
社
会
教
育
主
事
の

派
遣
が
実
現
す
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
生
涯
学
習
推
進
の
体
制

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
七
年
の
夏
、
飯
豊
山
麓
の
天

いきいきとした暮らしを実現するため各種
施策を展開

対前年度比率Ｈ１６当初予算額区　　　分

△  ２.９％５９億５，８００万円一　般　会　計

３６.１％２，６１０万円簡易水道事業会計

特
別
会
計

８.３％８億８７０万円国民健康保健事業会計

３.３％１億３５４万円部落有財産会計

△  ３.７％１１億３，６７２万円老 人 保 健 会 計

△１３.３％３億６，９５５万円公共下水道事業会計

△  ２.８％５，３７５万円訪問看護特別会計

△  ０.３％７億４，８５０万円介護保険特別会計

△  １.０％３２億４，６８６万円計

△  ２.２％１１億５，７５６万円病 院 事 業 会 計
企
業
会
計

４.３％２億８，６５１万６千円老人保健施設事業会計

△３１.１％１億４，３０９万２千円水 道 事 業 会 計

７.４％１億３６６万８千円工業用水道事業会計

△  ４.０％１６億９，０８３万６千円計

△  ２.５％１０８億９，５６９万６千円合　　計

各会計歳入歳出予算額
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狗
平
特
設
会
場
で
「
小
国
国
際
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
以
来
、
小
国
を
舞
台
に
、

新
た
な
文
化
の
創
造
を
目
指
し
、
日

本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
舞
台

芸
術
を
題
材
と
し
た
国
際
的
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
十
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
る
今
年
、
日
本
の
能
と
フ
ラ

ン
ス
の
バ
レ
エ
を
題
材
と
し
て
、
八

月
下
旬
か
ら
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、

白
い
森
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事
業
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
こ
れ
を
支
援
す
る
ほ
か
、

そ
の
期
間
中
に
十
年
間
の
集
大
成
と

も
言
う
べ
き
「
日
仏
芸
術
文
化
交
流

事
業
」
と
し
て
、
狂
言
と
創
作
舞
踊

の
公
演
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町

内
に
お
け
る
芸
能
・
芸
術
文
化
団
体

関
係
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
方
に
理
解
と
参
画
を
い
た
だ
き

な
が
ら
展
開
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

体
育
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
支
援
と
と

も
に
、
地
区
対
抗
行
事
を
開
催
し
な

が
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

 
産
業
経
済
の 

　
　
　

活
性
化
機
能
づ
く
り

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
関
連
や
自
動
車
製
造
部
門
を

中
心
に
前
向
き
の
動
き
が
現
れ
始
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
向
が
、

本
町
の
よ
う
な
地
方
ま
で
波
及
す
る

に
は
時
間
を
要
す
る
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
早
期
実
現
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
景
気
・
雇
用
対
策

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
本
町

産
業
の
基
幹
で
あ
り
ま
す
東
芝
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
及
び
日
本
重
化

学
工
業
株
式
会
社
の
持
続
的
な
企
業

活
動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
環
境

づ
く
り
に
、
両
社
と
の
緊
密
な
連
絡

体
制
を
構
築
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
は
豊
か
な
森
林
資

源
を
は
じ
め
、
人
々
が
自
然
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

き
た
生
活
技
術
や
文
化
な
ど
、
独
特

の
資
源
が
温
存
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
新
た
な
産

業
を
協
働
の
力
で
創
造
し
て
い
く
た

め
、
担
当
部
署
を
一
元
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
「
山
菜
の
学
校
」

や
「
お
歳
暮
パ
ッ
ク
」
の
実
施
な
ど
、

住
民
の
主
体
的
な
発
想
と
行
動
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
新

た
な
「
賑
わ
い
の
創
造
」
や
「
産
業

興
し
」
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、

雇
用
支
援
の
安
定
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
労
働
情
勢
懇
話
会
の
開
催

や
雇
用
対
策
本
部
を
継
続
し
て
設
置

し
、
国
、
県
の
各
種
支
援
策
や
景
気
・

雇
用
情
勢
等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

と
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
新
規
に
町
内

企
業
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
事

業
所
説
明
会
の
開
催
を
企
画
し
、
新

規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
場
の
創
出
と
安
定
確
保
を

図
る
た
め
に
創
設
し
た
町
独
自
の
緊

急
雇
用
促
進
助
成
制
度
を
継
続
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
雇

用
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
本
町
の

特
性
で
あ
る
森
林
資
源
を
保
全
し
な

が
ら
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
視
点
で
、
森
林
環
境
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
、
五
名
の
雇
用
を
確
保
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

労
働
者
及
び
中
小
企
業
等
へ
の
支

援
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
未
組
織

労
働
者
資
金
保
証
料
補
給
及
び
勤
労

者
生
活
安
定
資
金
原
資
預
託
、
さ
ら

に
、
県
信
用
保
証
協
会
保
証
料
補
給
、

町
商
工
業
振
興
資
金
緊
急
融
資
事
業

利
子
補
給
金
等
を
確
保
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
町
商
業
は
、
長
引
く
不
況
の
影
響

を
受
け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
活
性
化
策
を
検
討
し
て

い
く
た
め
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
商
工
会
が
実
施
し
て

お
り
ま
す
地
域
づ
く
り
型
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
推
進
事
業
を
、
引
き
続
き
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
国
い
き
い
き
街
づ
く
り

公
社
が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
下

水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
交
流
施
設
等
の
維
持
及
び
修
繕

を
計
画
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
そ
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
お
ぐ
に
白

い
森
株
式
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
と

し
、
所
要
額
を
措
置
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
町
誕
生
五
十

周
年
を
記
念
し
た
白
い
森
景
観
交
流

事
業
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
民
の
方
々
が
中
心
と
な

り
、
積
極
的
に
誘
致
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
大
相
撲
「
東

関
部
屋
」
の
合
宿
が
、
本
年
八
月
に

実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
が
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
林
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
か
ら
「
米
政
策
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
新
た
な
米
の

需
給
調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
米
の
作
ら

な
い
面
積
の
配
分
か
ら
、
作
る
数
量

へ
の
配
分
」
に
改
め
ら
れ
、
農
業
者

及
び
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
仕

組
み
に
転
換
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　

国
で
は
、こ
う
し
た
生
産
量
調

整
方
式
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
新
た
に
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
本
町
で
も
こ
れ
に
沿
っ
た

取
り
組
み
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

１０年目を迎える白い森国際ワークショップ
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す
。
な
お
、
国
に
お
い
て
、
本

年
度
か
ら
支
援
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
た
「
と
も
補
償
制
度
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
農

業
生
産
の
特
徴
を
維
持
し
て
い

く
上
で
必
要
な
制
度
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
町
独
自
の
制
度
と

し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
転
作
田
に
山
菜
の
栽

培
を
奨
励
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
県

単
独
事
業
の
「
山
の
恵
み
交
流
体
験

事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

あ
わ
せ
て
こ
れ
を
導
入
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
国
町
食
の
文
化
・
産

業
づ
く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
「
食
の
文

化
・
産
業
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
及
び

「
小
国
特
産
物
販
売
フ
ェ
ア
」
等
を

実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
が
施
工
さ
れ
ま
し
た

玉
川
砂
防
林
事
業
に
よ
り
ま
し
て
、

周
辺
環
境
の
安
全
性
と
景
観
が
飛
躍

的
に
向
上
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
新

山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事

業
を
活
用
し
、
マ
タ
ギ
体
験
交
流
施

設
を
建
設
す
る
ほ
か
、
横
川
ダ
ム
水

源
地
域
の
振
興
を
さ
ら
に
図
っ
て
い

く
た
め
、
前
年
度
に
農
林
水
産
省
の

補
助
採
択
を
受
け
た
経
営
構
造
対
策

事
業
で
総
合
交
流
拠
点
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
と
も
、
地
元
自
治
組
織

に
管
理
、
運
営
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

本
町
が
先
史
時
代
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
豊
か
な
森
林
資
源
を
保
全
し
、

国
民
的
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
推
進
事
業

を
活
用
し
た
森
林
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
林
業
構
造
改
革
事
業
に
よ

り
、
小
国
町
森
林
組
合
が
取
り
組
み

ま
す
林
業
生
産
用
機
械
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
地
域
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り

　

地
方
分
権
の
推
進
は
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
の
適
正
化
を
求
め
て
お

り
、
国
土
政
策
の
機
軸
は
「
地
域
の

個
性
あ
る
発
展
」
へ
と
変
容
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
私
は
、
本
町
の
自
然
、

歴
史
、
伝
統
文
化
、
生
活
技
術
、
産

業
構
造
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
、
地

域
活
性
化
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
規
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
若
山

金
目
線
及
び
樺
沢
線
の
一
部
拡
幅
改

良
を
行
う
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
幸
町

一
号
線
の
用
地
調
査
、
さ
ら
に
、
大

宮
下
林
連
絡
道
路
に
つ
い
て
、
町
道

と
し
て
舗
装
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
尾
二

渡
戸
線
及
び
長
沢
三
面
線
、
長
者
原

内
川
線
、
小
坂
町
朝
篠
線
の
改
良
事

業
等
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
小
国
停
車
場
大
日
堂
線
の
付

帯
施
設
と
し
て
、
駐
車
場
を
整
備
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

町
道
横
川
ダ
ム
湖
岸
線
は
、
前
年
度

繰
越
事
業
に
よ
り
、
本
年
秋
に
完
成

見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
坂

町
地
内
及
び
兵
庫
舘
地
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
整
備
に
必
要
な
経
費
を

措
置
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
道

路
橋
梁
を
は
じ
め
、
排
水
路
や
集
落

内
河
川
等
の
土
木
施
設
の
改
修
等
に

よ
っ
て
、
住
民
生
活
が
大
き
く
向
上

す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
維
持
補
修

事
業
と
し
て
迅
速
性
と
効
率
性
を
確

保
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
五
味
沢
小
国
線
の
沖
庭
橋
架

け
替
え
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
二
十
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
段

階
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度

は
用
地
買
収
に
着
手
さ
れ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た
、沖
庭
橋
の
架
け

替
え
に
伴
い
ま
し
て
、
そ
の
取
り
付

け
道
路
が
舟
渡
農
村
公
園
の
一
部
に

か
か
る
こ
と
か
ら
、
県
の
補
償
を
受

け
町
が
公
園
機
能
を
確
保
す
る
た
め

の
代
替
え
工
事
を
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、西
踏
切
の
拡
幅

改
良
に
つ
き
ま
し
て
も
、
Ｊ
Ｒ
と
の

間
で
基
本
計
画
に
必
要
な
設
計
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
早
期
実
現
に
向
け
て

要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
県
朝
日
村
と
を
結
ぶ
広
域
交

流
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
道
長

沢
三
面
線
の
独
自
改
良
の
促
進
を
図

り
な
が
ら
、
県
境
越
え
路
線
の
整
備

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
引
き
続
き

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
自
ら
取
り
組
む
地
域

づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
農
村
の
暮

ら
し
づ
く
り
総
合
助
成
事
業
、
及
び

ふ
る
さ
と
づ
く
り
総
合
助
成
事
業
を

継
続
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、
栄

町
一
地
区
の
防
犯
灯
設
置
を
支
援
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
除
雪

ド
ー
ザ
並
び
に
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を

そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず
つ
、
購
入
す
る
こ

と
と
し
た
ほ
か
、
新
規
に
国
土
交
通

省
の
建
設
機
械
整
備
費
補
助
事
業
を

導
入
し
、
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
式
除
雪

機
を
購
入
い
た
し
ま
す
。
こ
の
除
雪

機
械
は
、
地
域
住
民
の
除
雪
活
動
に

貸
与
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
活
用
手

法
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

凍
雪
害
防
止
の
新
規
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
町
道
緑
町
六
号
線
及
び
四

号
線
、
高
校
前
線
に
延
長
二
八
五

メ
ー
ト
ル
の
流
雪
溝
を
整
備
い
た
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
小
坂
町
流
雪
溝

排
水
路
及
び
町
岩
地
区
流
雪
用
水
導

水
路
の
改
良
と
幸
町
地
区
流
雪
溝
の

補
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雪
国
に
お
け
る
快
適
な
居
住
環
境

４月より新たな米政策がスタート

完成に向け工事が進む横川ダム湖岸線
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を
整
備
す
る
た
め
、
小
国
の
家
づ
く

り
助
成
事
業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
融
雪
屋
根
助
成
事
業
を
五
戸

分
、
木
材
製
品
利
用
住
宅
建
築
奨
励

助
成
事
業
を
二
十
戸
分
に
つ
い
て
措

置
い
た
し
ま
し
た
。

　

上
水
道
の
給
水
区
域
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
町
原
地
区
に
配
水
管
を
延

長
す
る
ほ
か
、
北
地
区
等
に
維
持
管

理
に
必
要
な
制
水
弁
を
設
置
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
叶
水

及
び
白
沼
簡
易
水
道
に
お
い
て
、
老

朽
化
し
た
配
水
管
の
入
れ
替
え
工
事

を
行
い
ま
す
。

　　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
地
区
に
お
い
て
汚
水
管
敷
設
工
事

を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
認

可
区
域
面
積
の
約
八
四
％
に
当
た
る

一
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
整
備
完
了
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
加
入
戸
数
は
、
対

象
戸
数
の
四
七
％
と
い
う
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
加
入
を
促

進
し
な
が
ら
、
環
境
保
全
の
推
進
と

安
定
し
た
下
水
道
経
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
収
集
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
深
い
理
解
と

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
大
変
効
率
的

な
処
理
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
資
源
ご
み
及
び
粗
大
ご

み
の
収
集
方
法
の
改
善
を
図
り
、
町

民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

消
防
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

田
沢
頭
地
区
に
消
火
栓
を
設
置
す
る

ほ
か
、
五
味
沢
及
び
西
地
区
に
防
火

水
槽
を
新
設
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
団
の
活
力
あ
る

組
織
づ
く
り
と
円
滑
な
活
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
活
動
服
を
購
入
し

貸
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
け
ぼ
の
地
区
は
、
現
在
、
五
十

七
世
帯
が
居
住
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
都
市
公
園
の
機
能
を
整
備
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
葬
祭
場
は
昭
和
五
十
二
年

に
整
備
し
た
施
設
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
年
度
は
、
庁
内
に
建
設

計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
場

所
の
選
定
や
施
設
規
模
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

山
形
県
は
、
山
間
地
域
に
お
け
る

携
帯
電
話
通
信
を
可
能
に
す
る
た
め
、

本
年
度
、
県
単
独
補
助
事
業
と
し
て

「
携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
解
消
モ
デ

ル
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
を
導
入
し
、
東
部
地
区
等
の
不

通
話
の
解
消
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 
分
権
型
行
財
政
の
運
営

　

国
、
地
方
を
通
じ
た
危
機
的
な
財

政
状
況
の
中
、
わ
が
国
は
、
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
環
境
制

約
の
顕
在
化
な
ど
、
新
た
な
時
代
潮

流
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
、
新
た
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
転
換
期
に
臨
み
、

平
成
十
四
年
度
に
第
三
次
小
国
町
行

財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
組
織
を
再
編
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
現
行
の
十
一
課
二
室

五
局
を
、
八
課
一
室
五
局
に
改
組
し
、

ス
リ
ム
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
現
行
の
過
疎
地
域
自

立
促
進
法
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
の
「
後
期
自
立
促
進
計
画
」

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

戦
略
的
、
重
点
的
な
計
画
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
人
口
構
造
や
居
住
様

式
の
変
化
、
就
業
形
態
の
多
様
化
な

ど
か
ら
、
集
落
を
取
り
巻
く
環
境
や

維
持
機
能
が
大
き
く
変
容
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
集
落
構
造
実
態
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広

が
り
始
め
て
か
ら
十
年
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
今
で
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
瞬
時
に
つ
な
が
る
時
代
が

到
来
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
電
子
自
治
体
の
構
築
に

向
け
て
、
そ
の
指
針
と
な
る
「
小
国

町
行
政
電
子
化
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

住
民
の
方
々
か
ら
多
様
な
考
え
方

を
お
聞
き
し
、
そ
れ
ら
を
町
政
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
住
民
の
町

政
参
画
と
自
治
意
識
を
高
め
て
い
く

基
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町

長
と
語
る
日
や
町
政
懇
談
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
町
長
室
専
用
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
広

聴
活
動
を
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 
む
す
び

　

県
立
小
国
高
等
学
校
に
、
町
の
有

形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

上
杉
治
憲
公
自
筆
の
「
興
学
」
と
記

さ
れ
た
一
幅
の
掛
軸
が
保
存
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
「
興
学
」
の
出
典
は
、
中
国
古
典
の

「
礼
記
」の
一
節
か
ら
引
用
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
意
は
「
人
々
は
生
活
水

準
が
安
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

層
仕
事
に
励
み
、
そ
れ
を
築
い
て
き

た
年
上
の
人
々
を
敬
う
心
が
生
ま
れ

る
。
こ
う
し
た
基
礎
が
築
か
れ
た
上

で
、
学
問
や
文
化
を
盛
ん
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。」と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

治
憲
公
が
こ
の
二
文
字
を
揮
ご
う

し
た
心
は
、「
学
問
、
文
化
を
振
興
し
、

人
々
の
生
活
の
質
や
心
の
豊
か
さ
を

一
層
高
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
を

支
え
る
力
や
活
力
を
生
み
出
す
源
泉

を
豊
か
に
し
て
い
く
。」と
い
う
考
え

方
を
、
広
く
伝
え
て
い
こ
う
と
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

が
極
め
て
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
、

人
々
の
価
値
観
の
多
元
化
、
地
域
の

多
様
性
に
応
え
て
い
く
た
め
、「
興

学
」
の
教
え
を
心
に
据
え
、「
協
働
と

協
創
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
並
び
に
議
員
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆さんからのご意見をいただく町長と語る日
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５，０００森林環境整備事業
２１，１７０森林整備地域活動支援推進事業

１１億５，７５６万円病院事業会計
３３，４０１医療機器購入事業

７億４，８５０万円介護保険特別会計
１８０，０００居宅介護サービス給付費
４９３，７８６施設介護サービス給付費

５，３７５万円訪問看護特別会計
１１，０２５老人訪問看護サービス事業

３億６，９５５万円下水道事業特別会計
１０２，６６０公共下水道管渠建設事業

１１億３，６７２万円老人保健特別会計
１，１１６，４２５老人保健医療現物給付事業

１億３５４万円部落有財産会計
１０３，５４０部落有財産公共事業交付事業

８億８７０万円国民健康保険事業特別会計
２６４，８３６一般被保険者等療養給付費
５，６１４人間ドッグ事業

２，６１０万円簡易水道事業特別会計
６，１７９叶水簡易水道老朽管入替事業

８億２，３４２万２千円土木費

２６６，２１５道路橋梁新設改良事業
２，０００町道内踏切改修調査事業
５，０００景観等整備事業
５，６００コミュニティ道路整備事業
２４，０００県執行事業負担金
７，５００小国の家づくり助成事業

１９４，２４３除雪事業
１２，３９５除雪機械購入事業
６８，２６２公園等整備事業
１０４，３５３下水道事業特別会計繰出金

２億４，７５９万６千円商工費

４，４０４商工会運営費補助金
４９０商店街活性化推進事業
４，２３７いきいき街づくり公社支援事業
６８，５６９観光施設管理運営事業
５，２００おぐに石楠花まつり事業費補助金
１，０００おぐに夏まつり事業費補助金
５００小国町誘客振興協議会負担金
１，０５０白い森景観交流事業
５１，４２６工業用水道事業会計負担金

２億１，２６６万４千円消防費

１６６，１０７西置賜行政組合消防負担金
１２，０００消防施設整備事業
５，３７６消防資機材購入事業
２，４１５消火栓整備事業

３億９，７１６万１千円教育費

２，２７０教育相談員設置事業
１，１２０特色ある学校づくり支援事業
１３，０７２小中高一貫教育支援事業
１２，０７８学校教育用コンピュータ活用事業
７７，１６１小学校管理運営費
６，８６０小学校施設維持補修事業
１７，１２１中学校管理運営費
１，６５０中学校施設維持補修事業
１，３５９生涯学習講座開設事業
６９１新子どもセンター事業

１１，８８５白い森国際交流ワークショップ事業
３１，２３５総合センター管理運営事業
４，３４１生涯スポーツ振興事業
３６，６５４体育施設管理事業

６５１万４千円災害復旧費

９８８農業施設災害復旧事業
５，０３８公共土木施設災害復旧

１３億７，０１１万円７千円公債費

１，０２５，２６６長期債定期償還元金
１４６，９００減税補てん債（元金借換分）債還元金
１９６，９５１長期債定期償還利子

＜特別会計・企業会計＞
（単位：千円）

１億４，３０９万２千円水道事業会計
１３，３３５配水施設改良費

２億８，６５１万６千円老人保健施設特別会計
２６９，７７２施設介護サービス事業

１億３６６万８千円工業用水道事業会計
３４，５４２横川ダム建設負担金
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（単位：千円）

＜一 般 会 計＞

平成１６年度

主な事業とその予算額

１４７，２２６民間保育所入所児童委託料
１５，８２３子育て支援センター設置運営事業
２７，５１１児童福祉施設運営事業
１１，４０７延長保育促進事業費補助金
２０，９４８おぐに保育園管理運営事業
　８４０身体障害児補装具交付修理等事業
１４，００９老人ホームおいたま荘負担金
１，８１６中央児童室管理運営事業
７８，３１６老人保健特別会計操出金
６１，７１２国民健康保険事業特別会計操出金
４３，７６４老人保健施設事業会計負担金
１０４，２２５介護保険事業特別会計操出金

５億６，３７７万４千円衛生費

３５，９６７老人保健事業
２２，６０９浄化槽設置整備事業
９１１旧ごみ埋立地隣接地取得費

２，９４５母子保健事業
１２，０００医師確保対策事業補助金
１１，０１８結核検診・予防接種事業
５，０３２葬祭場管理費
４５，７５８ごみ減量促進事業
４，３４０宿泊人間ドック助成事業
８９，８９６置賜広域行政事務組合負担金
２，９５０簡易水道事業特別会計操出金

２７７，０００病院事業会計負担金

３，３１２万４千円労働費

１，９２４雇用相談員設置事業
５，０００緊急雇用促進助成事業
４１９労働者対策事業

１，８９９シルバー人材センター支援事業

４億６，４８０万９千円農林水産業費

３，２２０農業委員報酬（１７名分）
９，０００土地改良農家負担対策事業
３，５０６中山間地域等直接支払事業
１３，７３６水田農業構造改革事業
３，４０３農用地利用集積支援事業
６２，９０２新山村振興等農林漁業特別対策事業
４，８５４特定農山村総合支援事業
６，８００食の文化、産業づくり推進事業

１６９，６８９経営構造対策事業
５，０００農村の暮らしづくり総合助成事業
１，２００農産物加工所備品整備事業
５，７８８農村公園等造成事業
２，９０５間伐実施推進事業
２１，３２４町有林造林事業
１１，８９８林業構造改革事業

９，６６０万３千円議会費

６８，７８４議員報酬・手当（１６名分）
３５０議長交際費
６７０議会広報紙発行
３，０７１議員視察研修費

７億８，５２８万２千円総務費

１，５００町長交際費
１，２２５後期過疎地域自立促進計画策定事業
９，２１２駐在員設置事業
２１２情報公開等事業
３，０３８集落構造実態調査事業
２，８３２広報発行広聴活動事業
２，０８４情報受発信事業
１１，８５９法定外公共物譲与申請事業
４，４９０庁用自動車購入事業
１９，５８９置賜広域交流拠点施設建設事業
２，５００コミュニティ助成事業
８，０１４携帯電話不感エリア解消モデル事業
３２，８２５町営バス運行事業
５，０００ふるさとづくり総合助成事業
１１，９５７参議院議員選挙通常選挙執行事業
１１，４４８山形県知事選挙執行事業
６，０４４小国町長選挙執行事業

９億５，１９２万４千円民生費

４０，４５２福祉医療費
３，５２０民生児童委員費
８，０００社会福祉協議会運営費補助金
４，１８８障害者交通費助成事業
　６４４精神障害者在宅福祉サービス事業
９４，１２９障害者支援費支給事業
１７，９３０在宅介護支援センター管理運営事業
　２００次世代育成支援対策推進行動計画策定事業
２，０００地域・家族介護者支援事業
２，９２４介護保険利用者負担減免等事業
６，０００暮らしにやさしい住まいづくり助成事業
１７，５６８老人福祉施設入所措置事業
３０，０００児童手当支給事業



広報おぐに　2004.4

12

一
般
会
計
に
四
千
百
三
十
三
万

二
千
円
を
追
加

　

今
回
の
補
正
で
は
、
国
の
補
正

予
算
に
伴
う
事
業
費
の
追
加
や
延

長
保
育
促
進
事
業
の
費
補
助
金
の

追
加
、
今
年
度
の
異
常
気
象
に
伴

う
農
作
物
の
種
子
確
保
対
策
経
費

な
ど
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
部
地
区
に

農
産
物
加
工
施
設
な
ど
を
整
備

　

水
源
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

東
部
地
区
の
農
業
経
営
規
模
の
拡

大
と
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

農
業
機
械
の
導
入
や
加
工
施
設
、

交
流
施
設
等
の
整
備
を
行
う
経
営

構
造
対
策
事
業
が
、
国
の
補
正
予

算
に
伴
い
、
事
業
採
択
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
前
倒
し
で
措
置
し
ま
し

た
。
な
お
、
本
年
度
は
、
農
業
用

機
械
の
導
入
を
行
う
こ
と
と
し
、

他
の
事
業
に
つ
い
て
は
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
に
千
四
百

三
十
一
万
三
千
円
を
追
加

　

老
人
保
健
医
療
給
付
事
業
に
お

い
て
、
制
度
改
正
や
医
療
の
高
度

化
に
伴
い
、
現
物
給
付
及
び
高
額

医
療
費
の
給
付
額
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
所
要
額
を
追
加
し

ま
し
た
。

専
決
処
分
を
承
認

　

今
冬
は
、
一
月
中
旬
以
降
に
連

続
し
た
降
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
二
月
九
日
、
役
場
庁
舎
内

に
雪
対
策
全
般
の
情
報
収
集
と
関

係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
た
め
、

「
雪
対
策
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、

対
応
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
道
路
の
除
排
雪
経
費
に

不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
五
千

二
十
六
万
円
の
追
加
措
置
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
承
認
を
得
ま
し
た
。

十
一
課
を
八
課
に 

課
設
置
条
例
を
設
定

　

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
加
え
て
、

国
の
三
位
一
体
の
改
革
や
産
業
経

済
活
動
の
低
迷
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
の
行
財
政
運
営
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
十
五
年
二
月
に

第
三
次
「
小
国
町
行
財
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
当
面
の
間
を
「
行
財
政
改
革

緊
急
実
施
期
間
」
と
位
置
づ
け
、

財
政
の
健
全
化
の
維
持
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
組
織
の
再
編
に
あ

た
っ
て
は
、
高
い
視
点
と
広
い
視

野
か
ら
の
政
策
立
案
機
能
を
発
揮

し
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
排
除

し
て
い
く
た
め
、
大
括
り
の
再
編

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
現
在

の
十
一
課
を
八
課
に
再
編
し
、
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
新
た
に
設

置
さ
れ
る
課
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
担
当
す
る
主
な
業
務
の
内

容
は　

ペ
ー
ジ
の
組
織
機
構
図
を

１５

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・「
総
務
企
画
課
」

　

総
合
的
・
戦
略
的
な
政
策
昨
日

と
行
政
施
策
の
総
合
調
整
機
能
を

充
実
す
る
た
め
、
総
務
課
と
企
画

課
を
統
合
し
ま
し
た
。

・「
産
業
振
興
課
」

　

地
域
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し

た
拡
大
策
を
図
る
こ
と
な
ど
地
域

三
月
定
例
議
会
が
、
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
平

成
十
六
年
度
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
小
国
町
課
設
置
条
例
の
設
定
な
ど
二

十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
定
例
議
会
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産
業
の
総
合
化
を
推
進
す
る
た
め
、

農
林
課
と
商
工
観
光
課
を
統
合
し

ま
し
た
。

・「
地
域
整
備
課
」

　

地
域
活
性
化
の
た
め
、
一
体
的

な
基
盤
整
備
と
快
適
な
住
環
境
を

創
り
出
す
た
め
、
建
設
課
と
上
下

水
道
課
を
統
合
し
ま
し
た
。

町
一
般
職
員
の 

五
十
五
歳
昇
給
停
止
を
実
施

　

平
成
十
年
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
町
一
般
職
員
の
昇
給
停
止

年
齢
を
原
則
五
十
五
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
と
し
、
経
過
措
置
を
含

む
条
例
改
正
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
社
会
・
経
済
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
や
条

例
制
定
後
す
で
に
五
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
過
措

置
を
廃
止
し
、
今
年
四
月
よ
り
五

十
五
歳
昇
給
停
止
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

町
特
別
職
の 

給
与
の
減
額
措
置
を
延
長

　

町
内
の
景
気
状
況
を
考
慮
し
て
、

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
特
別
職

の
給
料
月
額
を
減
額
（
町
長
一
〇

％
、
助
役
五
％
、
収
入
役
・
教
育

長
三
％
）
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
減
額
措
置
を
さ
ら
に
一
年
間
延

長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
課
長
職
の
管
理
職
手
当

に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
十
四
年

四
月
か
ら
毎
月
三
〇
％
減
額
し
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一
年
間
延

長
し
、
月
額
二
〇
％
減
額
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

温
身
の
郷
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ 

定
員
を
拡
大

　

介
護
老
人
保
健
施
設
温
身
の
郷

通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
定
員
を
二
十
名
か
ら
二

十
五
名
に
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
規
定
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
教
養
娯
楽

の
利
用
料
を
利
用
者
負
担
が
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
費

負
担
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
居
宅
支
援

事
業
で
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

た
場
合
の
利
用
料
は
一
回
に
つ
き
、

千
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
月
か
ら
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
お
借
り
し
て
、

時
折
々
の
健
康
の
話
題

や
と
っ
て
お
き
の
情
報
な
ど
を
癒

し
の
園
健
康
考
話
と
し
て
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
小
国
の
長
か
っ
た
冬
も
終

わ
り
、
い
よ
い
よ
小
国
の
一
番
い

い
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
方
も
多
い
今

日
こ
の
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
「
ど
う
も
よ
く

寝
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
眠
り
で
の

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の
季
節
は
入
学
、
就
職
、

人
事
異
動
な
ど
心
に
ス
ト
レ
ス
が

か
か
り
や
す
い
と
き
で
す
。
そ
ん

な
ス
ト
レ
ス
が
眠
り
を
浅
く
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
中

や
早
朝
に
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
て

寝
付
け
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る

方
の
中
に
は
そ
ん
な
ス
ト
レ
ス
か

ら
く
る
「
心
の
カ
ゼ
引
き
」
の
方

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
快
適
に
眠
る
た
め

の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
読
書
、
音
楽
、
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ぬ
る
め
の
入
浴
な
ど

で
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

状
態
を
つ
く
る
こ
と
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
自
然
に
眠
た
く
な
っ

て
か
ら
寝
床
に
就
く
、
眠
ろ
う
と

意
気
込
む
と
か
え
っ
て
逆
効
果
で

す
。
ま
た
、
お
医
者
さ
ん
の
診
察

を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
睡
眠

薬
は
、
正
し
く
飲
ん
で
い
た
だ
け

ば
安
全
で
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、

お
酒
と
は
一
緒
に
飲
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。
睡
眠
薬
代
わ
り
の
「
寝

酒
」
は
、
睡
眠
の
質
を
悪
く
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
た
が
だ

め
だ
、
そ
ん
な
と
き
は
医
療
機
関

に
ご
相
談
い
た
だ
く
の
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
多
く
の
か
た
が
た
に

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
話
題
が
あ
れ
ば
町

立
病
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

阿
部
吉
弘

小
国
町
立
病
院
院
長

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 1
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平
成
十
三
年
度
か
ら
三
年
間
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
小
中
高
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
も
引
き
続

き
、
本
町
教
育
の
中
心
課
題
と
し
、

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
柱
は
、
一
、
小
中

高
間
の
「
交
流
授
業
」　

二
、
小
学

校
か
ら
の
「
国
際
理
解
教
育
・
情

報
教
育
」　

三
、
地
域
に
学
ぶ
「
白

い
森
学
習
」　

四
、勤
労
観
を
育
て

る
「
進
路
学
習
」　

五
、
地
域
と
と

も
に
活
動
す
る
「
生
徒
活
動
」
で

す
。

　

特
に
、
今
年
度
は
、
①
小
中
高

で
「
算
数
・
数
学
」
の
習
熟
度
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
基
礎
学
力
の
定

着
を
図
る　

②
英
語
が
好
き
な
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
学
習
と
英
会
話
を
合
わ

せ
た
学
習
を
工
夫
す
る　

③
教
員

の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
、
小
学

校
教
員
の
研
修
会
を
充
実
す
る　

④
地
域
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め

る
た
め
、
白
い
森
子
ど
も
議
会
を

実
施
す
る　

⑤
働
く
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
進
路
学
習
を
小
学
校
か

ら
取
り
入
れ
、
実
施
す
る　

⑥
中

高
に
お
け
る
大
学
教
授
や
外
部
講

師
に
よ
る
講
義
と
高
校
の
魅
力
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
研
究
」
段
階
か
ら
、
子

ど
も
に
と
っ
て
「
魅
力
の
あ
る
一

貫
教
育
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

平
成
十
六
年
度

小
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

「
研
究
」か
ら
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

「
魅
力
あ
る
一
貫
教
育
」へ

小
中
高
一
貫
便
り

vol.２ ２
魅力ある一貫教育を展開

　

環
境
省
が
制
作
し
た
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材「
知
ろ
う

学
ぼ
う　

考
え
よ
う　

地
球
温
暖

化
」十
五
本
が
、町
教
育
委
員
会
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
二
月
十
五
日
に
行
わ

れ
た
「
地
球
温
暖
化
問
題
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

白
い
森
」
の
席

ｉｎ

上
、
講
師
と
し
て
出
席
さ
れ
た
環

境
省
の
地
球
温
暖
化
対
策
課
の
青

柳
恵
美
子
さ
ん
か
ら
、
目
黒
孝
雄

教
育
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

環
境
学
習
の
教
材
と
し
て
各
学
校

で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

元
町
収
入
役
の
齋
藤
益
吉
さ
ん

（
兵
庫
舘　

平
成
十
六
年
二
月
一
日

死
去
）
に
、
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二

十
八
年
に
旧
津
川
村
役
場
に
入
庁
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
は
、
町
民
課
長
、

保
健
福
祉
課
長
、
病
院
事
務
長
を
歴

任
。
昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
十
一

年
年
ま
で
三
期
十
二
年
間
、
町
収
入

役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
へ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で
、
三
月
十

二
日
に
町
長
よ
り
ご
遺
族
の
方
へ
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ＤＶＤ教材が環境省より寄贈される

故
齋
藤
益
吉
さ
ん
に

瑞
宝
双
光
章
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農業委員会事務局（産業振興課担当） 
選挙管理委員会事務局（総務企画課担当） 

●組織機構図 

出納係 出 　 納 　 室  

議事係 議 会 事 務 局  

監査係 監査委員事務局 

庶務係 老人保健施設事務部 

総務係 
医事係 
療食係 

町立病院事務部 

（担当する業務の内容） 

地域福祉担当 
健康管理センター 

生活福祉推進室 

 

子育て支援センター 
へき地保育所 

おぐに保育園 
健康増進担当 
訪問看護担当 

訪問看護ステーション 
介護福祉担当 
在宅介護支援センター 

健 康 福 祉 課  

老人福祉・社会福祉・身障福祉・児童福祉・子育て支援 

健康管理・老人保健・母子保健 
訪問看護ステーション 

介護サービス・在宅介護 

農村経営担当 
農林業振興担当 農村経営室 

地域産業室 
商工観光振興担当 

総合産業化推進担当 

産 業 振 興 課  

農業振興計画・構造改善・森林林業施策・農業委員会 
生産調整・営農・農林業基盤整備事業・森林保全・部落有 
財産 

労働労政・雇用・商店街・中小企業・工業・観光交流・自然 
保護・第三セクター・観光協会 
地域産業振興・特産開発・地産地消 

業務管理室 業務管理担当 
住宅環境担当 

建設工務担当 

地 域 整 備 課  

道路交通施策・道路・橋梁・河川・克雪・除雪 
都市計画・都市公園・町営住宅・建築確認・浄化槽・下水道 
・上水道・簡易水道 

道路、橋梁、河川、都市施設の整備・公共下水道工事・水道 
工事 

教育振興担当 
生涯学習担当 

おぐに開発総合センター 
小国町民総合体育館 
総合スポーツ公園 
叶水基幹集落センター 
玉川高齢者コミュニティセンター 

教育委員会事務局 
学校教育・小中高一貫教育 
社会教育・社会体育・公民館・文化行政 

町民生活係 

住民窓口係 
国保年金係 

町 　 民 　 課  
総合相談・行政監察・防災・消防・交通安全・町営バス・防 
犯・消費者保護・環境衛生・ごみ 

戸籍・住民基本台帳・諸証明 
国民健康保険・老人保健医療・国民年金 

税政担当 
地籍調査係 税 　 務 　 課  

税務税制・収納 
地籍調査に関すること 

行政管理室 
庶務管財担当 
法務行政担当 

政策企画室 
政策企画担当 

財政担当 
横川ダム推進室 

総 務 企 画 課  

文書・駐在員・職員厚生・情報化・財産管理 
秘書・議会・条例・人事・行財政改革・情報公開・広報・選挙 
管理委員会 

政策管理・総合計画・施策調整・広域行政・要望陳情・広聴 
・統計・地域政策・特命プロジェクト 

財政運営・予算・決算 
横川ダムに関すること 

役場の組織を大幅に見直しました

－１１課から８課へ、担当業務制を導入－
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（　
　

）は
前
職

●
退
職
（
３
月　

日
）

３１

　

▼
齋
藤
弘
平
（
上
下
水
道

課
長
）
▼
遠
藤
仁
（
建
設
課

長
補
佐
）
▼
舟
山
と
り
（
町

立
病
院
准
看
護
師
）
▼
石
井

里
佳
（
町
立
病
院
医
師
）
▼

伊
藤
キ
ヨ
子
（
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
）
▼
今

朋
子（
小
国
小
学
校
用
務
員
）

●
新
採
（
４
月
１
日
）

　

▼
町
立
病
院
医
師　

佐
藤

英
之
▼
町
立
病
院
看
護
師　

柴
田
亜
沙
美
▼
地
域
整
備
課

主
事
補　

安
部
淳
▼
総
務
企

画
課
主
事
補　

木
村
幸
▼
教

育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

主
事　

今
秀
之

●
昇
任
・
昇
格
（
４
月
１
日
）

　

▼
産
業
振
興
課
農
村
経
営

室
長
（
建
設
課
土
木
主
査
）

野
澤
正
美
▼
総
務
企
画
課
政

策
企
画
室
長
兼
横
川
ダ
ム
推

進
室
主
査
（
企
画
課
企
画
調

整
主
査
兼
企
画
調
整
係
長
）

山
口
英
明
▼
総
務
企
画
課
行

政
管
理
室
長
（
総
務
課
総
務

主
査
）
阿
部
英
明

　

▼
町
民
課
町
民
生
活
兼
国

保
年
金
担
当
主
査
兼
国
民
年

金
係
長
（
町
民
課
国
保
年
金

係
長
）
齋
藤
勉　

　

▼
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
担
当
係
長
（
健

康
福
祉
課
主
任
）
日
下
恵
理

子
▼
健
康
福
祉
課
介
護
福
祉

担
当
係
長
（
企
画
課
主
任
）

須
藤
奈
緒
美
▼
産
業
振
興
課

総
合
産
業
化
推
進
担
当
係
長

（
総
務
課
主
任
）
二
馬
健

　

▼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
主
任
保
健
師
（
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

宮
尾
と
も
子
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
主
任
（
教
育
委
員
会

事
務
局
主
事
）
松
林
清
範
▼

介
護
老
人
保
健
施
設
主
任

（
介
護
老
人
保
健
施
設
主

事
）
大
谷
愛
子
▼
町
立
病
院

主
任
看
護
師
（
町
立
病
院
助

産
師
）
笠
原
章
子
▼
健
康
福

祉
課
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
主
任
看
護
師
兼
町
立
病
院

主
任
看
護
師
（
町
立
病
院
看

護
師
）
日
下
雅
美

　

▼
お
ぐ
に
保
育
園
保
育
士

（
お
ぐ
に
保
育
園
保
育
士
）

加
藤
久
美
子
▼
総
務
企
画
課

主
事（
健
康
福
祉
課
主
事
補
）

今
直
樹
▼
産
業
振
興
課
主
事

（
税
務
課
主
事
補
）
羽
田
淳

哲
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主

事
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主

事
補
）
加
藤
豪

●
配
置
替
え
（
４
月
１
日
）

　

▼
総
務
企
画
課
長
（
総
務

課
長
）
今
正
逸
▼
地
域
整
備

課
長
（
建
設
課
長
）
小
林
新

太
郎
▼
産
業
振
興
課
長
（
企

画
課
長
兼
横
川
ダ
ム
推
進
室

長
）
山
口
政
幸
▼
税
務
課
長

（
健
康
福
祉
課
長
兼
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長

兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）
米
野
傳
造
▼
町
立
病
院

事
務
長
（
町
立
病
院
事
務
長

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務

長
）
井
上
邦
彦
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
次
長
兼
小
国

町
民
総
合
体
育
館
長
兼
お
ぐ

に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

（
農
林
課
長
）
�
橋
和
衛
▼
健

康
福
祉
課
長
兼
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
兼
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
商
工
観
光
課
長
）
小
池
克

昌
▼
総
務
企
画
課
政
策
企
画

担
当
課
長
兼
横
川
ダ
ム
推
進

室
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長
兼
小
国
町
民
総
合

体
育
館
長
兼
お
ぐ
に
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
所
長
）
五
十
嵐

久
衛
▼
産
業
振
興
課
地
域
産

業
担
当
課
長（
税
務
課
長
）盛

田
信
明
▼
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
長
（
企
画
課
情
報
管

理
担
当
情
報
管
理
主
幹
）
伊

藤
幸
治
▼
町
立
病
院
副
院
長

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
医
師

（
町
立
病
院
医
師
）田
中
丈
二

　

▼
健
康
福
祉
課
介
護
福
祉

推
進
室
長
兼
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
次
長
（
健
康
福
祉

課
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

次
長
）
舟
山
武
子
▼
町
民
課

総
合
窓
口
担
当
補
佐
（
介
護

老
人
保
健
施
設
事
務
次
長
）

舟
山
正
雄
▼
地
域
整
備
課
建

設
工
務
担
当
補
佐
（
上
下
水

道
課
長
補
佐
）
横
山
幸
充
▼

産
業
振
興
課
森
林
振
興
担
当

補
佐
（
農
林
課
長
補
佐
）
中

津
川
隆
信
▼
健
康
福
祉
課
生

活
福
祉
推
進
室
長
兼
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
次
長
兼
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長

（
町
民
課
長
補
佐
）
舟
山
忠

夫
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
担
当
補
佐
（
健
康
福

祉
課
長
補
佐
兼
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
次
長
兼
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
中
央

児
童
室
長
）
三
宅
清
▼
税
務

課
税
政
担
当
補
佐
（
税
務
課

長
補
佐
）
渡
部
三
典
▼
産
業

振
興
課
地
域
産
業
室
長
（
商

工
観
光
課
長
補
佐
）
遠
藤
芳

昭
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
補

佐
併
議
会
事
務
局
長
補
佐

（
監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐

併
議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
議

事
係
長
兼
監
査
係
長
）
東
清

秀
▼
地
域
整
備
課
業
務
管
理

室
長
（
建
設
課
施
設
管
理
専

門
員
）
軽
部
博
明

　

▼
税
務
課
税
政
担
当
主
査

（
税
務
課
税
政
主
査
）川
俣
幸

雄
▼
町
民
課
住
民
窓
口
担
当

主
査
兼
住
民
窓
口
係
長
（
町

民
課
住
民
主
査
）
大
場
妙
子

▼
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
兼

お
ぐ
に
保
育
園
担
当
主
査
兼

中
央
児
童
室
長
（
健
康
福
祉

町
職
員
の

町
職
員
の

人
事
異
動

人
事
異
動
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課
調
整
主
査
兼
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長
）
岩
沢
ち
か

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

振
興
担
当
主
査
（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
管
理
主
査
）

伊
藤
要
一
▼
健
康
福
祉
課
主

査
（
企
画
課
情
報
管
理
担
当

情
報
管
理
主
査
兼
情
報
管
理

係
長
）
小
嶋
宏
幸
▼
産
業
振

興
課
総
合
産
業
化
推
進
担
当

主
査
（
農
林
課
調
整
主
査
）

舟
山
良
一
▼
地
域
整
備
課
業

務
管
理
兼
住
宅
環
境
担
当
主

査
（
商
工
観
光
課
商
工
労
働

主
査
）
齋
藤
一
▼
地
域
整
備

課
建
設
工
務
担
当
主
査
（
上

下
水
道
課
工
務
主
査
兼
工
務

係
長
）
菅
野
享
一
▼
産
業
振

興
課
農
村
経
営
兼
農
林
業
振

興
担
当
主
査
（
企
画
課
地
域

計
画
主
査
兼
横
川
ダ
ム
推
進

室
主
査
兼
地
域
計
画
係
長
）

舟
山
博
▼
総
務
企
画
課
庶
務

管
財
兼
法
務
行
政
担
当
主
査

（
商
工
観
光
課
観
光
振
興
主

査
）
後
藤
和
人

　

▼
議
事
係
長
併
監
査
係
長

（
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

長
）
舟
山
実
恵
子
▼
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
担
当
係
長

（
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

長
）
横
山
順
子
▼
地
域
整
備

課
住
宅
環
境
担
当
係
長
（
上

下
水
道
課
業
務
係
長
）
横
山

澄
絵
▼
産
業
振
興
課
商
工
観

光
振
興
担
当
係
長
（
商
工
観

光
課
観
光
振
興
係
長
）
加
藤

康
浩
▼
総
務
企
画
課
法
務
行

政
担
当
係
長
（
総
務
課
庶
務

行
政
係
長
）
原
田
千
鶴
子
▼

総
務
企
画
課
政
策
企
画
担
当

係
長
（
農
林
課
農
村
経
営
係

長
）
仁
科
清
春
▼
総
務
企
画

課
財
政
担
当
係
長
（
総
務
課

財
政
係
長
）
舟
山
重
浩
▼
税

務
課
収
納
担
当
係
長
（
税
務

課
収
納
係
長
）
木
村
広
英
▼

税
務
課
課
税
担
当
係
長
（
税

務
課
課
税
係
長
）
金
鋼
一
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
担
当
係
長
（
教
育
委
員
会

事
務
局
生
涯
学
習
係
長
兼
体

育
振
興
係
長
兼
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
）

佐
藤
友
春
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
振
興
担
当
係
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

振
興
係
長
）
益
田
則
幸
▼
総

務
企
画
課
庶
務
管
財
担
当
係

長
（
総
務
課
管
財
係
長
）
磯

部
俊
二
▼
健
康
福
祉
課
地
域

福
祉
担
当
係
長
（
健
康
福
祉

課
地
域
福
祉
係
長
）
渡
邊
仁

▼
産
業
振
興
課
農
村
経
営
担

当
係
長
（
健
康
福
祉
課
介
護

福
祉
係
長
）
井
上
伊
勢
男
▼

産
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

係
長
（
農
林
課
農
村
振
興
係

長
）
渡
辺
久
光
▼
地
域
整
備

課
業
務
管
理
担
当
係
長
（
建

設
課
建
設
管
理
係
長
）
渡
辺

広
義
▼
産
業
振
興
課
森
林
振

興
担
当
係
長
（
農
林
課
森
林

振
興
係
長
）
平
澤
林
太
郎

　

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
主

任
（
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
栄
養
士
）

貝
沼
か
ち
▼
産
業
振
興
課
主

任
（
農
林
課
主
任
）
那
須
野

政
夫
▼
同
主
任
（
農
林
課
主

任
）
渡
部
由
美
子
▼
総
務
企

画
課
主
任
（
企
画
課
主
任
）

佐
藤
重
美
▼
町
立
病
院
主
任

薬
剤
師
（
町
立
病
院
主
任
薬

剤
師
兼
介
護
老
人
保
健
施
設

主
任
薬
剤
師
）
長
坂
幸
広

　

▼
総
務
企
画
課
主
事
（
企

画
課
情
報
管
理
担
当
主
事
）

舟
山
修
一
▼
産
業
振
興
課
主

事
（
商
工
観
光
課
主
事
）
�

橋
里
美
▼
総
務
企
画
課
主
事

（
教
育
委
員
会
事
務
局
主

事
）
中
津
川
典
広
▼
地
域
整

備
課
技
師
（
建
設
課
技
師
）

伊
藤
鉄
哉
▼
産
業
振
興
課
主

事
（
商
工
観
光
課
主
事
）
舟

山
真
次
▼
総
務
企
画
課
主
事

（
総
務
課
主
事
）
小
野
正
晴

▼
税
務
課
主
事
（
総
務
課
付

主
事
）
佐
藤
欣
彦
▼
地
域
整

備
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

蛯
谷
マ
キ
子
▼
健
康
福
祉
課

主
事
（
町
立
病
院
主
事
）
佐

藤
ひ
と
み
▼
産
業
振
興
課
主

事
（
農
林
課
主
事
）
舟
山
直

幸
▼
地
域
整
備
課
主
事
（
建

設
課
主
事
）
田
村
英
明
▼
町

立
病
院
主
事
（
議
会
事
務
局

書
記
併
監
査
委
員
事
務
局
書

記
）
梅
津
ま
き
子
▼
町
民
課

主
事
（
教
育
委
員
会
事
務
局

主
事
）
青
木
伸
幸
▼
産
業
振

興
課
主
事
（
農
林
課
主
事
）

舟
山
友
樹
▼
地
域
整
備
課
主

事
（
建
設
課
主
事
）
横
山
真

也
▼
地
域
整
備
課
主
事
（
上

下
水
道
課
主
事
）
中
津
川
ひ

と
み
▼
総
務
企
画
課
主
事

（
総
務
課
主
事
）
佐
野
鉄
也

▼
産
業
振
興
課
主
事
（
商
工

観
光
課
主
事
）
瀬
齋
知
倫
▼

地
域
整
備
課
主
事
（
建
設
課

主
事
）
佐
藤
秀
樹
▼
地
域
整

備
課
技
師
（
上
下
水
道
課
技

師
）
三
潴
薫
▼
総
務
企
画
課

主
事
（
企
画
課
情
報
管
理
担

当
主
事
）
青
木
真
由
美
▼
同

主
事
（
企
画
課
主
事
）
遠
藤

泰
子
▼
同
主
事
（
総
務
課
主

事
）
高
橋
俊
典
▼
地
域
整
備

課
主
事（
上
下
水
道
課
主
事
）

貝
沼
俊
明
▼
総
務
企
画
課
主

事
（
企
画
課
主
事
）
井
上
賢

和
▼
同
主
事
（
同
主
事
）
片

桐
研
二
▼
地
域
整
備
課
技
師

（
建
設
課
技
師
）
青
木
淳
▼

税
務
課
主
事（
町
民
課
主
事
）

河
内
亮
▼
総
務
企
画
課
主
事

（
総
務
課
主
事
）
舟
山
美
穂

▼
町
立
病
院
看
護
師
（
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師

兼
町
立
病
院
看
護
師
）
佐
藤

さ
ゆ
子
▼
総
務
企
画
課
主
任

自
動
車
運
転
手
（
総
務
課
主

任
自
動
車
運
転
手
）
二
村
春

雄
▼
同
自
動
車
運
転
手
（
同

自
動
車
運
転
手
）
清
野
賢
一

▼
同
自
動
車
運
転
手
（
同
）

米
野
幸
宏
▼
小
国
小
学
校
用

務
員（
叶
水
小
学
校
用
務
員
）

小
野
せ
つ
子

　

▼
産
業
振
興
課
主
事
補

（
農
林
課
主
事
補
）
渡
部
寿

郎
▼
健
康
福
祉
課
主
事
補

（
同
主
事
補
）
佐
藤
正
樹
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町
営
幸
町
団
地
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数　

２
戸

■
募
集
期
間　

４
月
５
日
�

〜　

日
�

１２

■
入
居
時
期　

５
月
上
旬

■
敷　

金　

家
賃
の
３
ヶ
月

分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ
。

ト
ネ
リ
コ
の
苗
木
配
布

■
日　

時　

４
月　

日
�

２９

８
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

役
場
駐
車
場

■
問
合
せ　

教
育
委
員
会
へ
。

第　

回
歩
こ
う
会

４１

■
日　

時　

５
月　

日
�

１６

７
時　

分　

小
国
駅
集
合

１０

■
コ
ー
ス　

下
関
堅
穴
式
住

居
跡
↓
湯
沢
三
十
三
観
音

↓
ゆ
ー
む
（
徒
歩
５
�
）

■
参
加
費　

大
人
二
千
円
、

中
学
生
以
下
千
円

■
申
込
期
限　

４
月　

日
３０

■
申
込
先　

健
康
福
祉
課
へ
。

置
賜
地
域
総
合
計
画

■
応
募
資
格　

置
賜
地
域
に

移
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
、
満　

歳
以
上
の
か
た

２０

■
募
集
人
員　

５
名
程
度

■
内　

容　
「
置
賜
地
域
未

来
研
究
会
」
で
の
意
見
交

換
な
ど

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁

（
�
０
２
３
８
―　

―
６

２６

０
１
８
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

▽
第
１
回
６
月　

日
�
米

１２

沢
市
▽
第
２
回
６
月　

日
２６

�
長
井
市

■
種　

類　

危
険
物
取
扱
者

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

■
受
付
期
間

▽
第
１
回
４
月　

日
�
〜

１９

　

日
�
▽
第
２
回
５
月　

２８

１７

日
�
〜　

日
�

２６

■
申
込
先　

�
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

（
�
０
２
３
―
６
３
１
―

０
７
６
１
）
へ
。

『
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
』

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

時　

５
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日　

時　

５
月
６
日
�
、

　

日
�　

時
〜　

時　

分

１３

１０

１１

３０

■
場　

所　

▼
６
日
総
合
セ

ン
タ
ー
集
会
室
▼　

日
お

１３

ぐ
に
保
育
園

▽
『
子
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

時　

５
月　

日
�

１５

９
時
〜　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

国
民
宿
舎
飯
豊

梅
花
皮
荘
周
辺

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

新着図書
◆魔女の息子 伏見　憲明
◆日本の文学 金の星社
◆盲導犬クイールの一生

石黒　謙吾
◆真相 横山　秀夫
◆瑠璃の翼 山之口　洋
※ほか多数入荷しました。

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００２０～５０土木技術員、重機オペレーター２人玉 川 開 発 ㈱

８：２５～１７：３０１８～３０整備士、ガソリンスタンド業務２人㈲三栄自動車工業

９：００～１７：４５不問機械設計３人㈱フォース仙台営業所

７：００～１６：００ほか１８～２５調理補助１人

お ぐ に 白 い 森 ㈱
１９：００～７：００１８～６５夜間警備員１人

８：３０～１７：００６０以下医事業務２人

７：００～１６：００ほか１８～５０施設業務員２人

８：３０～１７：１５ほか１８～５０介護員５人小 国 町 役 場

９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互株式会社

８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人㈲コンズカンパニー第一ホール小国店

９：００～２０：００間５時間１８～４５調理、販売５人㈲ 白 い 森 よ こ ね

９：３０～１８：３０間５時間１８～５０ファーストフード店員２人㈱ ア ス モ

お知らせ版３月１５日号掲載以後の
新規求人です。

　下の表は、その内容を掲載したものです。無効になっ
ている場合もありますのでご了承ください。このほか
の求人情報については、ハローワーク長井（�８４－
８６０９）へ。

 《受給できる事業主》
　次のいずれにも該当するかた
①町内の中小企業　②新規創業者は、所管官
庁への届出済のかた　③公共職業安定所の紹
介（紹介状持参）により雇い入れ、３ヶ月以上継
続して雇用したかた　④雇い入れた日の前１ヶ
月間に、労働者を解雇していないこと
⑤助成対象期間：１６年４月～１７年３月まで（毎
年、季節雇用するものは除く）　⑥雇用に関する
書類を整備しているかた　⑦町民税等を完納し
ているかた
 《交付対象となる労働者》
　本町に住所を有し、雇用時６０歳未満の者（同
一事業所で、同一人の再雇用は除く）
 《助成内容》
①対象労働者１人につき１５万円（週３０ｈ以上）、
１０万円（週２０～３０ｈ）
②年間一事業所について、５人まで
■問合先　産業振興課へ。

　家畜伝染病予防法の対象となっ
ている鶏（鶏、ちゃぼ、鳥骨鶏など）、
うずら、あひる、七面鳥を飼っている
かたは、飼養者の住所、氏名、連絡
先および飼養状況（鶏等の種類、飼
養羽数）を町民課まで連絡してくだ
さい。■連絡期限　４月１６日�

求人情報求人情報求人情報 緊急雇用助成制度緊急雇用助成制度

鳥類を飼っている皆様へ鳥類を飼っている皆様へ

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター総合センター ��６２－２１４１ 町民体育館６２－２１４１　　町民体育館 ��６２－５４２１ 町立病院６２－５４２１　　町立病院 ��６１－１１１１ 老人保健施設６１－１１１１　　老人保健施設 ��６１－１２００６１－１２００

お 知 ら せ コ ー ナ ーコ ー ナ ー 皆さんの声をお寄せください皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール shiroimori@town.oguni.yamag町長室専用メール　shiroimori@town.oguni.yamagata.jpata.jp
町長室専用町長室専用ＦＡＸＦＡＸ　��６２―２６１１６２―２６１１
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お 知 ら せお 知 ら せ　 コ ー ナ ー

■日　時　５月１日�～５日�
９：００～１８：００

■どこで　道の駅「白い森おぐに」特設会場
■入場料　３００円
※詳しいことは、おぐに石楠花まつり実行委
員会事務局（産業振興課内�６２－２１１１）へ。

■
い　

つ　

５
月
５
日
�

■
時　

間　
　

時
〜

１０

■
ど
こ
で　

国
民
宿
舎
飯
豊

梅
花
皮
荘
前
広
場

■
内　

容　

神
事
、
熊
狩
り

模
擬
実
演
、
勢
子
（
せ
こ
）

大
会
な
ど

※
詳
し
い
こ
と
は
、
小
国
町

観
光
協
会
（
�　

―
２
１

６２

１
１
）
へ
。

石楠花まつりおぐに石楠花まつり石楠花まつり熊
ま
つ
り

特別児童扶養手当児童扶養手当小国町母子家庭等修学費手当名

重度から中度の障害を持っ
た児童を、在宅で育ててい
るかた

●母子家庭で児童を育てて
いるかた

●父母ともにいない場合は、
親に代わって児童を育て
ているかた

●母子家庭または父子家庭
で児童を育てているかた
●父母ともにいない場合は、
親に代わって児童を育て
ているかた

対象者

１級障害　月額５１,１００円
２級障害　月額３４,０３０円

月額９,９１０円～４２,０００円
児童２人目は５,０００円、３人
目以降、１人増すごとに
３,０００円が支給されます。
※所得に応じて手当月額は
変わります。

対象児童１人につき
月額２,０００円

手当額

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支
給されません。

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支
給されません。

所得制限があります。
一定所得以上のかたには支
給されません。

所得制限

児童が２０歳になるまで支給
されます。
※２０歳以上のかたには、特
別障害者手帳が支給されま
す。

児童が１８歳になる年度末ま
で支給されます。

児童が小学校、中学校、高
等学校のいずれかに在学し
ていることが条件で、児童
が在学中の期間のみ支給さ
れます。

支給期間

毎年１回、家庭状況などの
確認のため現況届を提出し
ていただきます。

毎年１回、家庭状況などの
確認のため現況届を提出し
ていただきます。
遺族年金等の年金を受給さ
れているかたは、対象とな
りません。

毎年１回、家庭状況などの
確認のため現況届を提出し
ていただきます。

その他

場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、各種問
診票（３カ月・１歳児
健康診査は除く）

１５年１０月～
１６年１月生

１３:００～１３:３０ツベルクリン接種５/１９

１３年９～１１月生１３:００～１３:１５２歳児歯科健診５/２０

１５年１０月～
１６年１月生

１３:００～１３:３０
ツベルクリン判定
ＢＣＧ接種

５/２１

１６年２月生１３:００～１３:１５３カ月健康診査
５/２８

１５年５月生１３:００～１３:１５１歳児健康診査

※詳しいことは、健康福祉課へ。

※詳しいことは、健康福祉課へ。

保健カレンダー

各種手当を支給します

小国町役場小国町役場　��０２３８－６２－２１１１０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸＦＡＸ０２３８－６２－５４６４０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター小国町健康管理センター（健康福祉課）（健康福祉課） ��６１－１０００ 子育て支援センター６１－１０００　　子育て支援センター ��６２－２３３０６２－２３３０

今月の町長と語る日は今月の町長と語る日は 4月30日4月30日（金）（金） です。です。
お気軽においでください。お気軽においでください。
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今
月
は
、
相
田
デ
ン
キ
店
斎
藤

千
歳
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

　
「
当
店
の
お
客
様
に
は
、昔
か
ら

の
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

お
客
様
と
接
し
て
い
ま
す
。
私
を

含
め
て
三
人
で
店
を
切
り
盛
り
し

て
い
ま
す
が
、
常
に
、
一
人
は
小

国
町
内
の
お
宅
に
回
っ
て
、
お
客

様
の
ご
注
文
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
商

品
の
注
文
の
ほ
か
、
他
店
で
購
入

さ
れ
た
商
品
の
修
理
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

扱
っ
て
い
る
商
品
は
、
家
電
全

般
の
ほ
か
、
各
種
携
帯
電
話
、
そ

の
ほ
か
ボ
イ
ラ
ー
の
交
換
・
取
り

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
当
店
が
お
勧
め

し
て
い
る
商
品
は
、
液
晶
テ
レ
ビ

で
す
。
消
費
電
力
が
少
な
く
、
長

く
持
ち
ま
す
の
で
、�
環
境
に
や
さ

し
い
テ
レ
ビ
�
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
春
と
秋
に
は
町
民
体
育
館

で
売
り
出
し
を
行
う
ほ
か
、 
Ｏ オー

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
も

い
た
し
て
い
ま
す
。

　

不
景
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

商
い
を
通
じ
て
、
お
客
様
の
生
活

が
少
し
で
も
充
実
す
る
よ
う
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　
　
  
（
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�
２
２
１
２
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斎藤千歳さん

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

ひ ろ と  
幸 町  前　田　大　翔 

章　仁 
真　紀 （ 

ゆ う と  
小 国 町  齋　藤　勇　斗 

正　人 
友　美 （ 

て ん き  
小 国 町  宮　蒼　天　希 

宏　之 
千栄子 （ 

けんせい  
東 原  佐　藤　健　成 

道　信 
茂　子 （ 

し ゅ う  
兵 庫 舘  佐　藤　　朱 

哲　浩 
知恵美 （ 

兵 庫 舘  
わ 　 か  

齋　藤　和　花 
　敦　 
恵里子 （ 

あ 　 い  

つ ば さ  
石　塚　　愛 幸 町  

　〃　　　翼 〃 

幸　夫 
康　子 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,946人（－ 7 ） 

女 … 5,197人（－ 3 ） 

計…10,143人（－10） 

世帯数 　　3,309世帯（± 0 ） 

平成16年2月29日 

小　玉　川 
幸　　　町 
兵　庫　舘 
岩　井　沢 
　 北 　  
五　味　沢 
小　国　町 
金　　　目 
今　　　市 
片　　　貝 
　 北 　  
綱 木 箱 口  
兵　庫　舘 
小国小坂町 
石　　　滝 

(84) 
(75) 
(76) 
(86) 
(83) 
(76) 
(79) 
(69) 
(81) 
(78) 
(82) 
(84) 
(66) 
(71) 
(82)

結婚おめでとうございます。 

　 西 　  
千　葉　県 

太　田　幹　生 
松　本　弘　子 （ 

岩　井　沢 
南　陽　市 

渡　部　一　紀 
木　下　佳代子 （ 

栄　　　町 
小　国　町 

菊　竹　美　忠 
山　北　美　和 （ 

本　間　彌　助 
舟　山　良　策 
齋　藤　益　吉 
江　部　せ　い 
吉　田　きちよ 
齋　藤　廣　雄 
佐　藤　マ　リ 
齋　藤　孝　兵 
　　野　せ　　 
佐　藤　は　る 
　鏡　　勇　助 
舟　山　正　雄 
安　部　藤　助 
野　澤　幸　二 
齋　藤　善右エ門 

　

三
月
中
旬
の
こ
と
で
し

た
が
、
取
材
先
で
久
し
ぶ

り
に
�
雪
虫
�
を
発
見
し

ま
し
た
。�
雪
虫
�
と
い
え

ば
、
春
を
告
げ
る
使
者
。

待
ち
わ
び
た
春
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
や
っ
て
き
た
よ
う
で
、
自

然
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
よ
り
「
お
知
ら
せ
版
」

を
廃
止
し
て
、
新
し
く
、
広
報
に

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
ほ
か
、

紙
面
の
構
成
や
内
容
を
一
部
変
更

し
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
小
国

の
�
い
ま
�
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
一
年
間
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
 
（
井
上
）
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